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1.はじめに 

 近年、異常気象の影響により多発する想定外の豪雨に対する対

策として、内水浸水想定区域図の作成が進められている。「内水

浸水想定区域図作成マニュアル(案)」¹⁾によると内水浸水想定手

法の選択肢として内水浸水シミュレーションによる手法や地形

情報を活用した手法、浸水実績を活用した手法の 3 種類の手法も

しくはこれらの手法の組み合わせにより各自治体が置かれてい

る状況によって適切な想定手法を選択するように示されている。

同マニュアルでは、内水浸水シミュレーションの実施を推奨して

いるものの、各手法による内水浸水想定の結果の信頼性について

は言及されていない。そこで、本研究では同一の想定区域に対し

て上記のうち内水浸水シミュレーションによる手法と地形情報

を活用した手法それぞれによって内水浸水想定区域図を作成す

ることで、得られる結果と作業コストを比較検討することとし

た。尚、浸水シミュレーションの実施に際しては、他の手法と比

較することを考慮して人孔、下水道等は考慮しないこととした。 

2.各手法による内水浸水想定区域図の作成の実際 

(1)内水浸水シミュレーションによる手法 

 図 1 に内水浸水シミュレーションによる想定手順の概要を示

した。はじめに地形等に関する情報を入手して、シミュレーショ

ンソフトに入力できる形式に整える。地形等に関するデータは国

土地理院の基盤地図情報ダウンロードサービス²⁾から入手した。

その後、想定する雨量のデータを作成する。今回の検討では実績

の雨量を用いたので、国土交通省気象庁 各種データ・資料 過去

の気象データ検索³⁾より入手した。シミュレーションを実施する

にあたり、地形に関するデータを読み込み、解析対象エリアを設

定し、メッシュに分割する。各メッシュの地盤高、地目、建物占

有率の設定を行う。次に雨量の時系列データを入力し、解析前の

準備は完了する。今回は、2019 年の台風 19 号(10 月 12 日から 13

日までの 10 分間隔)の雨量を使用した。解析を実行すると、雨量

データの入力時に設定した時間間隔で浸水状況が時々刻々と変

化していく結果が得られる。図 2 に解析結果の一例として降雨開

始後の 24 時間 50 分後の結果を示した。 

(2)地理情報を活用した手法 

 a)標高のみによって浸水深を想定する場合 

標高のみによって浸水深を想定する方法とは、対象エリア内の

降水が標高の低いところに全て集まるという考え方に基づいて、

求めたい浸水深の刻み幅で求めた空間部分の体積を標高の低い

ところから累積し、対象時間内の降雨の総量と等しくなる深さを

浸水深とする方法である。手順は図 3 に示したとおりであり、は

じめに地形データと降雨データを入手する。その後、対象領域を

メッシュに区切って、対象エリア内で標高の一番低い地点を 0m

と設定し、空間のメッシュ数を数え、設定した標高とメッシュの

寸法から求まる 1 メッシュ当たりの体積を乗じて空間の体積①

を求める。次に計算対象エリア内の降水の全体積②を求める。①

と②の差が少ない標高が最大浸水深となる。その標高以下の高さ

を設定した刻み幅で塗り分ける。図 4 にその結果を示したが、比

 

図 1 内水浸水シミュレーション実施の流れ 

 

 
図 2 内水浸水シミュレーション解析結果 

 

 
図 3 地理情報を活用した手法の実施 

(標高のみによって浸水深を想定する場合) 
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較的平坦であると考えられる地形であっても傾斜や標高の低い

エリアが存在し、単純に標高のみで想定してしまうと浸水エリア

が一部に集中してしまうことが確認された。 

b)凹地形を考慮して浸水深を想定する場合 

凹地形を考慮して浸水深を想定する方法は、降雨が対象エリア

内に点在する凹地形から溜まり始めると考えて想定する方法で

ある。手順を図 5 に示した。はじめは a)に示した方法と同様に

地形データを入手してメッシュに区切る。上記データから浸水深

で想定する刻み幅以上の標高差が得られる凹地形となるメッシ

ュを検索し、凹地形として得られる空間の体積③を求めて、標高

刻みごとに累積する。ここで得られた③と降水の全体積②を比較

して最も差が小さくなる標高を最大浸水深として、抽出した凹地

形を浸水深ごとに塗り分ける。作成した結果が図 6 である。標高

のみによって想定されたものと比較すると、浸水域が想定対象エ

リア全体に分布しており、シミュレーションによって想定した結

果に近づいていると考えられる。  

4.考察 

 今回はシミュレーションによる手法と標高のみによる手法、凹

地形を考慮した手法の 3 手法を同一エリアに適用することで得

られる結果の違いと作成に要するコストについて比較検討を行

った。表 1 にコストに関する比較した結果を示した。同表から、

シミュレーションによる手法はソフトを入手するという点で初

期費用が掛かるが、時系列に変化していく浸水想定の様子が表現

されていることや異なる条件下での想定も容易に行えるなどメ

リットは大きいと考えられる。また、今回は取り込んでいないが

下水などの排水施設の影響も考慮できるという点でも有用であ

ると考えられる。一方、地形情報を活用した手法は専用のソフト

は使用しないので、費用的コストは低く抑えることができる。標

高のみによって浸水深を想定する場合では、空間の体積と降水の

総体積を比較して標高を割り出すのみであり時間的コストも少

なくできるが、地形によっては浸水エリアが偏ってしまい、現実

を反映しきれない結果になる可能性がある。凹地形を考慮した場

合では、対象エリア全体で浸水域が想定できているなど現実を表

現できる可能性があると考えられる。しかし、膨大なメッシュの

中から凹地形を設定する作業と設定された浸水深の塗り分け作

業にはかなりの時間的コストがかかるといえる。 

5.おわりに 

 本研究では、「内水浸水想定区域図作成マニュアル(案)」から、

浸水シミュレーションによる方法と地形情報を活用した方法で

想定される内水浸水区域の想定結果と作成に要する費用的、時間

的コストの比較検討を行った。その結果、内水浸水情報として得

られる結果については、浸水シミュレーションの実施が充実して

いること、凹地形を考慮することでもある程度の内水浸水の想定

が行えることを確認した。また、コストについては、浸水シミュ

レーションは費用的コストが比較的大きくなるが、時間的コスト

は小さく抑えることができる。一方、凹地形を考慮した手法では、

費用的コストはほとんど掛からないが、時間的コストは浸水シミ

ュレーションの実施と比較して約 10 倍になることが確認され

た。 
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図 4 標高のみによって想定した結果 

 

 

図 5 地理情報を活用した手法の実施 

 (凹地を考慮して浸水深を想定する場合) 

 

 

図 6 凹地を考慮して想定した結果 

 

表 1 費用・時間比較 
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3時間
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